
次世代 （光）テーマ分類製造（電子部品）事業分類

３－１８－０５９平成１９年２月２１日認定日新潟県長岡市地域

事業名： 広帯域対応ノイズ除去コイルの事業化

○事業概要（新規性、市場性等）
・光通信のインフラが整備されてきており、またＵＷＢが解禁されるなど通信需要は増加の一途を
辿っているが、現システムで対応出来る通信量は限界に近づきつつある。このため大容量データに
対応可能な高周波の通信システムが望まれているが、高周波を用いると信号にノイズが発生しや
すく、また複数のコイルを用いなければならないという課題があった。
・本事業では円すい型曲率Ｒ形状のコイルにより数ＭＨｚ～５０ＧＨｚ以上の広い周波数帯域を単体で
カバーするコイルを開発、さらに自動実装への対応も実現する。
・次世代光通信、ＵＷＢの市場は飛躍的に増大すると見込まれており、この分野の通信システム向
けに事業化を目指す。
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・ 既存の一般的なコイルでは広い帯域のノイズを安定的して除去することが出来ず、また周波数帯
によって除去できるノイズの量に限界があり複数のコイルを用いなければならないため基板スペー
スや部品点数、製造コストの削減が困難であった。
・本事業ではノイズ除去コイルの特許技術を有するコア企業と、コイルコアの素材であるフェライトの
全自動研磨機を開発する企業、極小Ｒ形状のコイルコアに巻線する技術を持つ企業、精密なプラス
チック射出成型によりコイルケースを製造する企業、電子部品の販路を幅広く持つ企業との連携し、
円すい型曲率Ｒ形状のコイルを開発することにより、これまで複数のコイルを組み合わせて対処し
ていた周波数帯域を単体でカバーすることが可能となった。
・また、このコイルは円すい形状の部分が広い周波数帯域のノイズに対応するほか、一部を円柱形
状とし巻数を増やすことで、任意の周波数帯域のノイズ除去性能を高めることが出来る。
・現段階で大手電機メーカーにサンプル出荷しており、事業化が見込まれる。
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